
 （�）　　２ ０ ２ ４ 年 ６ 月 １ ５ 日　１ ６ ５ ３ 号	 自治労兵庫県本部  （1993年９月６日　第三種郵便物認可

	 2024．６．15
　月2回（1日、15日）発行　定価10円
　購読料は組合費に含まれる。
　自治労兵庫県本部
　書記長／尾西亮太郎・編集人／秦 信昭

1653号
1993年9月6日　第三種郵便物認可

ピ
ー
ク
は
過
ぎ
た

が
、
根
強
い
人
気

の
ア
ニ
メ
「
鬼
滅

の
刃
」。
大
正
時

代
を
舞
台
に
、
人

を
食
べ
る
圧
倒
的

な
力
を
持
っ
た
鬼

を
、
剣
士
た
ち
が
退
治
し
て
い

く
ス
ト
ー
リ
ー
だ
。
コ
ミ
ッ
ク

ス
を
全
巻
読
ん
だ
が
、
主
人
公

や
他
の
剣
士
た
ち
は
も
ち
ろ

ん
、
鬼
た
ち
の
背
景
～
元
は
厳

し
い
境
遇
を
抱
え
た
人
間
だ
っ

た
～
も
丁
寧
に
描
か
れ
、
単
純

な
勧
善
懲
悪
と
な
ら
な
い
設
定

に
惹
き
込
ま
れ
た
▼
こ
の
物
語

を
読
み
進
め
な
が
ら
、
ど
こ
か

労
働
運
動
に
通
じ
る
も
の
を
感

じ
た
。
強
い
鬼
を
経
営
側
・
当

局
の
、
そ
し
て
懸
命
に
鍛
錬
し

な
が
ら
鬼
と
戦
う
剣
士
た
ち
を

労
働
組
合
役
員
の
メ
タ
フ
ァ
ー

（
暗
喩
）
と
し
て
読
む
と
、
一

気
に
深
い
物
語
と
な
っ
た
▼
超

人
気
作
品
と
な
っ
た
「
鬼
滅
」

だ
が
、
労
働
組
合
は
毎
年
組
織

率
を
下
げ
続
け
て
、
昨
年
は

16
・
３
％
の
史
上
最
低
を
記
録

し
た
。
長
時
間
労
働
や
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
を
正
し
、
生
活
に
必
要

な
賃
金
を
求
め
る
闘
い
は
「
鬼

滅
」
に
負
け
ず
劣
ら
ず
カ
ッ
コ

い
い
と
思
う
の
だ
が
…
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17日　県本部2024労働安全衛生集会
（ひょうご共済会館）

22・26日　第44回県本部野球大会（丹波市内）
27日　県本部第216回中央委員会（県民会館）
29日　第44回県本部女子バレーボール大会

（ベイコム総合体育館）

当面の日程

　

11
月
の
賃
金
確
定
期
に
向
け

て
、
人
事
院
勧
告
、
ラ
ス
パ
イ

レ
ス
指
数
、
各
種
手
当
、
財
源

問
題
や
確
定
闘
争
の
意
義
等
を

シ
リ
ー
ズ
で
お
伝
え
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

【
賃
金
は
人
勧
で
決
ま
る
？
】

　

原
則
は
労
使
交
渉
で
決
ま
り

ま
す
。
そ
の
根
拠
と
な
る
労
働

基
本
権
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

　

日
本
の
最
高
法
規
で
あ
る
憲

法
は
、
第
28
条
で
「
勤
労
者
の

団
結
す
る
権
利
及
び
団
体
交
渉

そ
の
他
の
団
体
行
動
す
る
権
利

は
こ
れ
を
保
障
す
る
」
と
労
働

基
本
権
（
団
結
権
、
団
体
交
渉

権
、
団
体
行
動
権
）
に
つ
い
て

定
め
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
日
本
で
は
す
べ
て

の
勤
労
者
が
対
象
で
は
な
く
、

公
務
員
は
一
部
権
利
が
制
約
さ

れ
て
い
ま
す
。
多
く
の
先
進
諸

国
で
公
務
員
の
労
働
基
本
権
が

認
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
日
本

政
府
は
、
Ｉ
Ｌ
Ｏ
（
国
際
労
働

機
関
）
か
ら
の
再
三
に
わ
た
る

公
務
員
に
対
す
る
労
働
基
本
権

付
与
の
是
正
勧
告
を
無
視
し
続

け
て
い
ま
す
。

　

政
府
は
、
公
務
員
の
団
体
行

動
権
行
使（
ス
ト
）が
、
市
民
生

活
に
与
え
る
影
響
を
懸
念
し
て

い
ま
す
が
、
差
し
迫
っ
た
緊
急

事
態
を
無
視
す
る
職
員
が
い
る

で
し
ょ
う
か
？

　

ま
っ
た
く
公
務
員
を
信
用
し

て
い
な
い
か
、
労
働
条
件
を
改

善
し
た
く
な
い
か
の
ど
ち
ら
か

で
し
ょ
う
。
政
府
に
よ
る
賃

金
・
労
働
条
件
の
改
悪
や
人
員

削
減
、
選
挙
目
的
で
の
思
い
付

き
の
制
度
導
入
な
ど
で
、
公
務

職
場
は
、
毎
日
が
緊
急
事
態
と

言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
の
が

現
状
で
す
。

　

さ
て
、
労
働
基
本
権
制
約
の

代
償
措
置
と
し
て
の
「
給
与
勧

告
制
度
」。
勧
告
そ
の
も
の
は
、

国
家
公
務
員
に
対
す
る
も
の
で

す
が
、
地
方
自
治
体
の
賃
金
決

定
に
大
き
く
関
わ
り
ま
す
。
し

か
し
、
こ
の
勧
告
だ
け
に
依
拠

す
る
こ
と
な
く
、
生
活
実
態
を

踏
ま
え
た
賃
金
を
要
求
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
賃
金
確
定
期

に
向
け
、
準
備
を
進
め
よ
う
。

　

自
治
労
第
１
６
６
回
中
央
委

員
会
が
５
月
27
～
28
日
、
全
面

ウ
ェ
ブ
方
式
で
開
催
さ
れ
、
兵

庫
は
県
本
部
会
議
室
に
中
央
委

員
が
集
ま
り
、
全
体
で
約
３
０

０
人
が
出
席
し
、
当
面
の
闘
争

方
針
や
２
０
２
４
年
度
一
般
会

計
・
特
別
会
計
補
正
予
算
に
つ

い
て
確
認
し
た
。

　

各
中
央
委
員
か
ら
は
、
各
県

に
お
け
る
２
０
２
４
春
闘
、
賃

金
・
労
働
条
件
改
善
を
め
ぐ
る

人
勧
期
の
取
り
組
み
、
ジ
ェ
ン

ダ
ー
平
等
推
進
、
能
登
半
島
地

震
被
災
地
支
援
な
ど
の
発
言
が

さ
れ
、
人
勧
期
に
向
け
た
取
り

組
み
、
人
員
確
保
闘
争
に
向
け

た
当
面
の
闘
争
方
針
を
含
む
全

て
の
議
案
を
ｅ
投
票
に
よ
る
採

決
で
行
い
、
い
ず
れ
の
議
案
も

賛
成
多
数
で
承
認
さ
れ
た
。

　

中
央
委
員
会
は
最
後
に
、
能

登
半
島
の
一
刻
も
早
い
復
旧
・

復
興
に
向
け
全
力
で
取
り
組
む

と
と
も
に
、
人
勧
期
闘
争
の
推

進
、
組
織
強
化
・
拡
大
、
憲
法

改
悪
阻
止
、
平
和
を
守
る
た
た

か
い
強
化
す
る
た
め
に
も
、
第

27
回
参
議
院
議
員
選
挙
に
向

け
、
自
治
労
組
織
内
候
補
予
定

者
「
岸
ま
き
こ
」
の
一
層
の
組

合
員
へ
の
周
知
・
浸
透
・
定
着
の

取
り
組
み
を
は
か
っ
て
い
く
こ

と
を
柱
と
す
る
「
闘
争
宣
言
」

を
採
択
し
、石
上
委
員
長
の「
団

結
が
ん
ば
ろ
う
」で
閉
会
し
た
。

　

そ
の
後
、
再
度
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
を
行
い
、
今
日
の
３
つ

の
講
座
に
つ
い
て
、
お
互
い
意

見
を
出
し
あ
っ
た
。
講
演
を
聞

き「
振
休
・
代
休
の
違
い
。
知
っ

て
い
る
よ
う
で
、
理
解
で
き
て

い
な
い
部
分
が
あ
っ
た
」
な
ど

の
感
想
も
聞
か
れ
た
。

　

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
終
了
後
は
、

各
グ
ル
ー
プ
の
意
見
交
換
の
ま

と
め
の
発
表
を
行
っ
た
。「
自
分

の
単
組
の
常
識
が
、他
で
は
非
常

識
と
わ
か
っ
た
」、「
組
合
が
あ
る

こ
と
で
、笑
顔
で
働
く
こ
と
が
で

き
る
」、「
今
あ
る
賃
金
労
働
条

件
は
、こ
れ
ま
で
の
組
合
活
動
の

積
み
重
ね
」な
ど
組
合
に
対
し
て

の
前
向
き
な
感
想
が
聞
か
れ
た
。

長
が
そ
れ
ぞ
れ
講
演
を
行
っ

た
。
講
演
後
は
４
グ
ル
ー
プ
に

分
か
れ
事
前
ア
ン
ケ
ー
ト
を
元

に
自
己
紹
介
と
合
わ
せ
、
今
感

じ
て
い
る
組
合
の
イ
メ
ー
ジ
を

率
直
に
出
し
合
っ
た
。

　

午
後
か
ら
は
「
自
治
労
共
済

制
度
Ｑ
＆
Ａ
」
を
石
井
希
佳
共

済
県
支
部
事
務
局
長
と
福
永
大

吉
阪
神
淡
路
ブ
ロ
ッ
ク
事
務
局

長
が
掛
け
合
い
で
進
め
、
組
合

員
に
有
利
な
自
治
労
共
済
制
度

に
つ
い
て
解
説
を
行
っ
た
。

　

労
働
学
校
の
開
校
に
あ
た
り

足
立
育
生
副
委
員
長
は
「
本
日

は
講
演
と
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
が

メ
イ
ン
と
な
る
が
、
意
見
交
換

し
た
内
容
や
雰
囲
気
を
職
場
に

持
ち
帰
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と

主
催
者
あ
い
さ
つ
を
し
た
。

　

今
回
の
労
働
学
校
・
基
礎
編

は
「
労
働
組
合
の
イ
メ
ー
ジ
」

を
テ
ー
マ
と
し
進
め
ら
れ
、
午

前
中
は「
労
働
組
合
の
意
義
は
」

を
尾
西
亮
太
郎
書
記
長
、「
私

た
ち
の
権
利
」
を
戎
剛
副
委
員

　

県
本
部
教
宣
委
員
会
は
単
組
執
行
部
強
化
や
次
世
代
育
成

を
め
ざ
し
た
労
働
学
校
・
基
礎
編
を
５
月
31
日
、
ひ
ょ
う
ご

共
済
会
館
で
40
人
が
参
加
し
開
催
。
基
礎
的
な
講
演
を
元
に

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
参
加
者
同
士
の
交
流
を
深
め
た
。

人勧で賃金は決まるのか？

シリーズ﹁尾西が斬る﹂
1 連載するにあたって

　

シ
リ
ー
ズ「
尾
西
が
斬
る
！
」

は
、
こ
れ
か
ら
全
８
回
で
お
届

け
す
る
予
定
で
す
。機
関
紙「
自

治
ひ
ょ
う
ご
」
は
組
合
員
向
け

で
す
が
、
当
局
側
も
情
報
収
集

の
た
め
に
読
ん
で
い
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
こ
っ
そ
り
読
ん
で

い
る
首
長
や
自
治
体
幹
部
に

は
、
財
政
難
を
私
た
ち
組
合
員

に
押
し
付
け
る
こ
と
な
く
、国
・

政
府
に
対
し
人
員
不
足
や
、
厳

し
い
財
政
事
情
を
訴
え
、
改
善

す
る
よ
う
声
を
上
げ
て
い
た
だ

く
こ
と
を
お
願
い
し
ま
す
。

石上委員長の団結がんばろう

労働学校基礎編

組
合
の
イ
メ
ー
ジ
っ
て
な
に

基
礎
講
座
を
も
と
に
意
見
交
流

各グループワークの内容を発表する参加者

本部中央委員会

﹃岸まきこ﹄の浸透を
人勧期に向けた方針を確認
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２
０
２
４
メ
デ
ィ
カ
ル
ワ
ー

カ
ー
ズ
ア
ク
シ
ョ
ン
が
５
月
25

日
、
58
人
が
参
加
し
神
戸
市
内

で
開
催
さ
れ
た
。
主
催
者
を
代

表
し
て
山
根
正
也
議
長
か
ら
あ

い
さ
つ
を
受
け
た
後
、
澤
田
拓

実
事
務
局
長
よ
り
本
日
の
集
会

の
開
催
趣
旨
と
医
療
職
場
に
関

す
る
課
題
に
つ
い
て
基
調
提
起

し
、
自
治
労
本
部
衛
生
医
療
評

議
会
の
平
山
春
樹
事
務
局
長
が

「
医
療
職
場
を
取
り
巻
く
情
勢
」

に
つ
い
て
現
在
の
課
題
・
取
り

組
み
に
つ
い
て
報
告
し
、
情
報

共
有
を
行
っ
た
。

　

各
ブ
ロ
ッ
ク
報
告
で
は
診
療

報
酬
改
定
に
伴
う
処
遇
改
善
の

現
状
や
管
内
の
病
院
が
抱
え
る

課
題
に
つ
い
て
、
県
職
か
ら
は

「
呼
出
手
当
の
運
用
緩
和
、
休

暇
制
度
の
対
象
拡
大
、
始
業
時

刻
前
の
出
勤
の
取
り
扱
い
な
ど

の
交
渉
内
容
」神
戸
か
ら
は「
看

護
補
助
者
の
処
遇
改
善
、
看
護

補
助
者
の
配
膳
車
事
故
の
原
因

究
明
や
再
発
防
止
の
取
り
組

み
」
阪
神
淡
路
で
は
「
市
立
伊

丹
病
院
と
近
畿
中
央
病
院
と
の

統
合
、
三
田
市
民
病
院
と
済
生

会
兵
庫
県
病
院
と
の
統
合
が
進

ん
で
い
る
が
、
労
働
条
件
な
ど

の
協
議
が
進
ま
な
い
状
況
」
播

磨
で
は
「
経
営
形
態
変
更
に
つ

い
て
学
習
会
を
開
催
し
、
病
院

経
営
の
重
要
性
を
組
合
員
に
も

認
識
し
て
も
ら
っ
て
い
る
」
但

馬
丹
波
で
は
「
新
規
採
用
の
組

合
加
入
率
は
高
い
が
、
人
員
確

保
が
難
し
い
現
状
や
高
齢
者
部

分
休
業
の
制
度
化
が
進
ま
な

い
」と
の
現
状
報
告
が
さ
れ
た
。

　

集
会
後
は
元
町
駅
周
辺
で

「
地
域
の
保
健
・
医
療
を
守
る
た

め
声
を
上
げ
る
の
は
労
働
組
合

と
あ
な
た
で
す
」
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
添
え
た
テ
ッ
シ
ュ
を
配
布

し
ア
ピ
ー
ル
行
動
を
行
っ
た
。

個性的なスイーツ作りに挑戦中

街頭でのアピール行動 講演を熱心に聞く参加者
　

県
本
部
は
神
戸
市
・
魚
崎
会

館
で
６
月
1
日
、第
25
回
平
和
・

人
権
・
環
境
を
考
え
る
集
い
を

開
催
し
、
25
単
組
68
人
が
参
加

し
た
。

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
気
候
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
山
本
元
さ
ん
に
よ
る

「
地
球
沸
騰
化
時
代
と
人
権
・
気

候
変
動
問
題
と
次
世
代
へ
の
責

任
」
の
演
題
で
行
わ
れ
た
記
念

講
演
で
は
、「
国
立
環
境
研
究

所
の
資
料
で
『
20
世
紀
後
半
以

降
の
温
暖
化
の
主
な
原
因
は
人

間
活
動
で
あ
る
可
能
性
は
疑
う

余
地
が
無
い
』
と
記
さ
れ
て
い

る
。
国
連
で
は
、
事
務
総
長
が

２
０
２
３
年
の
記
録
的
な
高
温

に
『
地
球
沸
騰
化
時
代
』
と
表

現
し
、
２
０
２
２
年
総
会
決
議

で
は
『
清
潔
で
健
康
的
か
つ
持

続
可
能
な
環
境
へ
の
権
利
』
を

『
人
権
』
と
認
め
た
。
日
本
で

は
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
半
分
が

火
力
発
電
所
な
ど
超
大
口
の
１

３
５
事
業
所
か
ら
排
出
さ
れ
て

お
り
、
風
力
発
電・
太
陽
光
発

電
を
中
心
と
し
た
再
生
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
導
入
を
進
め
る
政
策
が

必
要
で
あ
る
。
費
用
対
効
果
が

大
き
い
取
り
組
み
と
し
て
、『
住

宅
断
熱
』
が
挙
げ
ら
れ
る
。
よ

り
多
く
の
人
の
行
動
を
変
え
る

た
め
に
①
気
候
危
機
は
人
権
侵

害
を
含
む
重
大
な
問
題
と
認

識
、
②
化
石
燃
料
利
用
か
ら
の

早
期
脱
却
、
③
省
エ
ネ
推
進
お

よ
び
地
域
に
根
差
し
た
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
、
④
原

子
力
発
電
に
依
存
せ
ず
脱
炭
素

社
会
の
早
期
実
現
、
⑤
市
町
村・

都
道
府
県
・
国
な
ど
あ
ら
ゆ
る

方
向
か
ら
の
気
候
危
機
へ
の
対

応
の
働
き
か
け
等
、
新
た
な
政

策
が
必
要
だ
」
と
訴
え
た
。

　

記
念
講
演
後
の
「
労
働
組

合
の
平
和
活
動
を
考
え
る
」、

「
ネ
ッ
ト
に
お
け
る
差
別
の
現

状
と
自
治
体
労
働
者
へ
の
期

待
」と
題
し
た
２
つ
の
分
科
会
、

「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
を

テ
ー
マ
に
神
戸
市
建
設
局
東
水

環
境
セ
ン
タ
ー
へ
の
フ
ィ
ー
ル

ド
ワ
ー
ク
に
つ
い
て
は
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
へ
掲
載
予
定
。

キ
ャ
ン
セ
ル
待
ち
も
続
い
て
い

た
。
配
席
を
バ
ラ
バ
ラ
に
し
て

い
る
の
で
、
初
対
面
同
士
で
も

ケ
ー
キ
作
り
中
だ
と
声
も
掛
け

合
い
や
す
い
し
、
お
互
い
に
話

を
し
な
が
ら
交
流
を
し
て
ほ
し

い
。『
今
日
の
企
画
が
楽
し
か
っ

た
な
、
組
合
の
活
動
し
て
み
た

い
な
』
と
思
っ
た
ら
ぜ
ひ
声
を

か
け
て
ほ
し
い
。
一
緒
に
活
動

し
よ
う
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　

ス
イ
ー
ツ
作
り
体
験
は
事
前

に
申
し
込
ん
で
お
い
た
ケ
ー
キ

を
そ
れ
ぞ
れ
の
好
み
で
作
り
上

げ
て
い
く
。
初
対
面
の
組
合
員

同
士
で
も
、
作
り
な
が
ら
「
上

手
で
す
ね
」「
ト
ッ
ピ
ン
グ
が

か
わ
い
い
」
な
ど
打
ち
解
け
て

会
話
が
弾
ん
だ
。

　

そ
の
後
は
喫
茶
ス
ペ
ー
ス
へ

移
動
し
、
ケ
ー
キ
セ
ッ
ト
を
食

べ
な
が
ら
意
見
交
流
と
し
て
、

各
テ
ー
ブ
ル
で
自
分
た
ち
の
職

場
の
問
題
点
や
改
善
し
た
い
こ

と
、
し
ん
ど
い
こ
と
を
出
し
合

い
、
日
頃
の
悩
み
を
共
有
、
ア

ド
バ
イ
ス
し
あ
っ
た
。

　

県
本
部
は
５
月
25
日
、
神
戸

市
ケ
ー
ニ
ヒ
ス
ク
ロ
ー
ネ
手
づ

く
り
ス
イ
ー
ツ
館
で
２
０
２

４
女
性
組
合
員
交
流
会
を
開
催

し
、
15
単
組
51
人
が
参
加
し
ス

イ
ー
ツ
作
り
を
体
験
し
た
。

　

は
じ
め
に
藤
原
潤
子
女
性
部

長
よ
り
「
今
回
は
初
め
て
の
企

画
。多
く
の
申
し
込
み
が
あ
り
、

次
世
代
に
つ
な
ぐ
行
動
で
危
機
へ
の
対
応
を

人
間
の
活
動
が
温
暖
化
を
加
速

平和・人権・環境の集い

女性組合員交流会

スイーツ作りで交流
悩みを出しあいアドバイスも

メディカルワーカーズアクション

地域の保健・医療をアピール
処遇改善・独自課題なども共有


